
　万一、洪水の危険が迫ってきたら、冷静に状況判断しながら、安全な避難を心がけてください。

　町内に災害が発生する恐れがある場合や、実際に発生した場合には、避難勧告などの避難情報や、
避難所の開設状況等の防災情報を防災行政無線や町ホームページなどでお知らせしますが、次の方
法でも情報を入手することができます。

■NHK、テレビさいたまのデータ放送（テレビのリモコンのdボタン）
■テレドーム（電話による防災行政無線放送内容の確認）
　　☎048-990-9012

　降水量・河川水位・最新の気象情報や、地震に関する情報など、次のホームページで情報提供されて
います。関係機関のホームページをご確認いただき、災害に備えましょう。

■気象警報、注意報（気象庁）
　最新の気象警報、注意報を見ることがで
きます。
http://www.jma.go.jp/jp/warn/

■埼玉県川の防災情報（埼玉県）
　埼玉県内の河川水位、雨量情報、河川の監
視カメラなどを見ることができます。
http://suibo.saitama-river.info/saitama
DC/servlet/Gamen30Servlet

■マップーメール（事前登録が必要）
https://service.sugumail.com/

matsubushi/

■川の防災情報（国土交通省）
　最新の川の水位情報などを見ることがで
きます。
http://www.river.go.jp/kawabou/
ipTopGaikyo.do

■地震情報（気象庁）
　震度に関する情報を見ることができま
す。
http://www.jma.go.jp/jp/quake/

■Yahoo!防災速報アプリ
（事前登録が必要）
http://emg.yahoo.co.jp/

問合せ：総務課 庶務防災担当 ☎991-1895

役場や消防署からの
避難の呼びかけに注
意し、速やかに避難
する。

歩ける深さは概ね膝
の高さまで。水深が
腰まであれば屋内の
より高い所で待避す
る。

動きやすい服装、運
動靴で避難する（は
だし、長靴は禁物）。

緊急車両の通行の妨
げになるため、車での
避難は控える。

全国で水害が多発　豪雨で注意すること！

　■避難時の心得

　■防災情報を知りたいとき
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　地震･風水害･火災などの大規模な災害が発生した場合には､町や消防署、防災機関だけでは対応し
きれないおそれがあります。被害の拡大を防止、軽減するためには､地域住民による初期の防災活動
が重要です。訓練に参加して､いざというときに備えましょう。

◇日時/10月1日（日）午前9時〜正午　雨天中止（小雨決行）
　※中止の場合、午前7時30分に防災行政無線でお知らせします。
◇場所/松伏記念公園
◇主な訓練/消火訓練、救出訓練、炊き出し訓練、煙中訓練、地震体験など
　※�訓練の際、会場内のアナウンス及び訓練車両のサイレン等により会場周辺の皆さまにはご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇その他/駐車場に限りがありますので、できるだけ徒歩又は自転車でお越しください。

　埼玉県防災学習センターは、地震・煙・暴風・消火を疑似体験できます。防災を楽しく体験・学習し、
正しい知識・技術・行動力を身につけませんか？

　講演会「防災でつながる世界」
　英国人で石巻市復興まちづくり情報交流館中央館館長のリチャード・ハルバーシュタットさんと
海外で防災教育活動をされてきた近藤ひろ子さんを講師にお招きし、日本と海外における防災・減災
をテーマに講演会を行います。
　　■日時/9月17日（日）午後1時〜2時30分
　　■場所/埼玉県防災学習センター3階研修室（住所:鴻巣市袋30　☎048-549-2313）
　　■講師/リチャード・ハルバーシュタットさん（石巻市復興まちづくり情報交流館　中央館館長）
� 近藤ひろ子さん（名古屋市港防災センター　アドバイザー）
　　※事前申込みは不要です。

　雨水が下水道や側溝に集中すると、短い集中豪雨でも水害が発生することがあります。

救出訓練 初期消火訓練

　　○避難場所や避難経路を確認しておく。
　　○�家の周りに吹き飛ばされそうなものはないか、家の前の排水溝が

詰まっていないかなどを確認する。
　　○土のうで浸水防止（1世帯当たり10袋程度無償提供しています）。

松伏町防災訓練を実施します

埼玉県防災学習センターで防災を学ぼう！

　■普段からの備え
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